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令和8年3月に、苫小牧〇〇〇〇〇〇〇が誕生します
〇に当てはまる言葉は?

前月号の答えは  ▶三都絆祭

今月の「ひと」

にぎやかな子ども食堂
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子ども食堂FUNSTEPS
代表

草場 道子さん（36）
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応募方法　　　 2月28日㈮までに答え、郵便番号、住所、氏名、年齢、
電話番号、広報とまこまいへのご意見・感想を記載し、はがき(消
印有効)または左記二次元コードで
宛先 ▶ 〒053-8722　旭町4-5-6　秘書広報課 広報担当
応募は1人各月1回まで。当選者の発表はプレゼントの発送を
もって代えさせていただきます。
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子ども食堂はみんなの食堂！
2023年“人とのつながりを大事
に”の思いで開設された「子ども
食堂ファンステップス」。月１回、
豊川町にあるNPO法人ワーカー
ズコープが設ける「みんなのおう
ち」を会場に、幼児から大人まで
毎回30～40人が訪れ、にぎやか
な食事会を行っています。
「年齢の上の子が下の子の面倒を
見たり、年齢問わず遊んだり助け
合ったりする姿を見ると心がほん
わかします」と、代表の草場さん
は笑顔で話します。

体験が感謝の気持ちを育む
元小学校教諭の草場さんは、４人

の子どもを育てる母親。退職後の
2020年、子どもの心と体の成長
を応援する団体「ファンステップ
ス」を発足しました。「食育」「運
動」「体験」を通して、子どものワ
クワクを引き出します。
人への感謝の気持ちや誰かの力
になっている感覚を育んでほしい
と、料理教室や音楽鑑賞会など
を企画しています。「食の大切さ、
人との関わりの中で得られる幸
せを伝えたい」。その思いが、子ど
も食堂の運営につながりました。

地域みんなで関わっていけたら
草場さんが気に掛けているのが、
子どもを育てることが家庭や学
校に偏っている現状です。「学校

や家庭だけじゃなく、地域のみん
なで関わっていけたら」と思いは
募ります。
子ども食堂は、米や食材を寄付し
てくれる地域住民やボランティア
スタッフなど、多くの支援で成り
立っています。これからも、誰もが
安心して過ごせる居場所づくりに
力を注ぎます。
子ども食堂は毎月第１土曜日に
開催。継続的な運営に期待が寄
せられます。

ファンステップス

抽選で5人に

アイススプーン（2本）

プレゼント！
2本）
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